
　当院の障がい者病棟では、７割以上が重度の肢体不自由・重度の意識障害・神経難病の患者さま
ですが急性期の治療終了後引き続き医療の提供が必要な患者さまの入院もございます。
　宇和島圏域では唯一の専門機能を持った病棟です。

　人工呼吸器、気管切開、喀痰吸引をしておられる
患者さまもいますが、医療依存度が高くても
患者さまやご家族の意向に添って身体的には
全介助になっても地域で、その人らしく暮らす
ために医療処置が安全に受けられるよう支援を
行っています。

　外来通院中の早期より意志伝達装置の
訓練をして、病気が進行しても残った
機能を活かし、コミュニケーションに
困らないための支援をしています。

　ご自宅や施設入所になっても医療や介護が必要な方のために、入院中から家庭での生き方、考え方や
療養生活を重視し、長期に療養することを念頭に置いた支援を行います。
　退院支援では、看護師・療法士・相談員が協働し、入院中に退院前訪問等を行っています。
　ご自宅に訪問させて頂くことで退院後の療養状況を理解し、入院中から在宅に向けた援助を実施して
います。
　私たち４階南病棟スタッフ一同あたたかい看護の実践を目指し、ご家族とともに関係機関の専門職と
連携を図り、退院に向けた支援を行います。
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　放射線科は、男性 6 名、女性 1 名、計 7 名の診療放射線
技師で業務を行っております。
　患者さまが安心して検査を受けて頂けるよう心のこもっ
た対応を心がけております。

　2019 年 10 月より導入したキャノンメディカルシステ
ムズ社製 Aquilion Prime は従来の装置に比べ、検査全体
の大幅な効率化が図られており、患者様の負担を減らすこ
とができます。

　腹部や頭部のコイリング、義歯、大腿骨γネイルなどの
金属などによるアーチファクトを低減し再構成することで
周囲の臓器などへの影響の少ない画像が提供できます。

　マンモグラフィとは、乳房専用のレントゲン検査を行う装置です。乳が
んの早期発見に欠かすことのできない、最も有効な画像診断の 1 つです。
マンモグラフィは乳房のしこりのほか、カルシウムの沈着による石灰化が
ないかどうかを確認します。多くは良性ですが、1 か所にたくさんの石灰
化が集まっていたら悪性が疑われます。石灰化は触診をしても、しこりと
して確認できないので、マンモグラフィでしか見つけることはできません。

　当院では、女性技師を配置しています。

　マンモグラフィ検査というと「痛い」というイメージを持って検査に来られ

る方が多くおられるため、患者様にリラックスして検査を受けていただけるよ

うお声がけをさせていただいています。

　マンモグラフィ検査はポジショニングを行う際に、患者様に協力していただ

くことが必要な検査になります。

　より良い撮影を行うためにもご協力をお願いします。
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